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▽
発
生
日
時

３
月
20
日
（
日
）

午
前
10
時
53
分
ご
ろ

▽
震
源
地

下
関
の
西
70
キ
ロ
付
近

▽
規
　
模

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.0

▽
伊
万
里
市
の
震
度

4.2

※
市
役
所
の
震
度
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
計
測
値

地
震
の
心
得
10
か
条

①
ま
ず
身
の
安
全
を
第
一
に

②
す
ば
や
く
火
の
始
末
を

③
戸
を
開
け
て
出
口
の
確
保

④
火
が
出
た
ら
す
ぐ
に
消
火

⑤
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い

⑥
狭
い
路
地
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
は

近
づ
か
な
い

⑦
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
、
津
波
に

注
意
す
る

⑧
避
難
は
徒
歩
で

⑨
地
域
ぐ
る
み
で
応
急
救
護
を

⑩
正
し
い
情
報
を
聞
く

防
災
を
考
え
る

『
地
震
だ
っ
！

台
風
だ
っ
！
』

市
内
１
７
７
区
で
地
区
防
災
会
が
ス
タ
ー
ト

特集

◆
福
岡
県
西
方
沖
地
震

（
市
へ
の
報
告
分
）

▽
人
的
被
害

１
件

家
電
販
売
店
の
従
業
員
が
落
ち

て
き
た
ガ
ラ
ス
で
手
に
け
が

▽
一
般
家
屋
等
被
害

屋
根
瓦
の
崩
落
な
ど
12
件

▽
公
共
施
設
被
害

市
民
会
館
、
歴
史
民
俗
資
料
館

な
ど
の
窓
ガ
ラ
ス
の
割
れ
な
ど

12
件

◆
市
内
の
被
害
状
況

３
月
20
日
、
福
岡
、
佐
賀
を
中
心
に

発
生
し
た
『
福
岡
県
西
方
沖
地
震
』。

県
内
で
も
福
岡
県
に
近
い
地
域
で
は
、

震
度
６
弱
規
模
を
記
録
し
た
地
域
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
４
月
20
日

に
は
最
大
余
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
大
雨
や
台
風
の

シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
す
。
自
然
現
象

そ
の
も
の
を
食
い
止
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
本
市
に
お
い
て
は
、

平
成
17
年
度
か
ら
、
市
区
長
会
連
合

会
が
主
体
と
な
っ
て
、『
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
ろ
う
』
と
、

５
月
24
日
現
在
、
市
内
１
８
２
区
の

う
ち
１
７
７
区
（
組
織
率
97
％
）
で
、

地
区
防
災
会
が
発
足
し
て
い
ま
す
。
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市
の
震
度
計
（
強
震
計
）
は
、

国
の
旧
科
学
技
術
庁
に
よ
り
、
阪

神
淡
路
大
震
災
後
の
平
成
８
年
３

月
に
全
国
１
０
３
４
か
所
の
う
ち

の
一
つ
と
し
て
、
県
内
の
他
の
市

町
村
よ
り
早
く
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
国
の
消
防
庁
か
ら
、

既
に
震
度
計
が
設
置
さ
れ
て
い
る

市
町
村
を
除
く
、
震
度
計
が
設
置

さ
れ
て
い
な
い
市
町
村
に
つ
い
て

は
、
設
置
す
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、

平
成
８
年
８
月
に
は
佐
賀
県
に
よ

り
県
内
す
べ
て
の
市
町
村
に
設
置

本
格
的
な
梅
雨
を
前
に
し
た
５

月
17
日
、
市
は
土
木
事
務
所
や
農

林
事
務
所
、
警
察
、
消
防
本
部
な

ど
と
合
同
で
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
、
災
害
の
発
生
の
恐
れ
が

あ
る
危
険
か
所
の
点
検
を
行
い
ま

し
た
。

今
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
地
区
は
、

東
山
代
町
と
大
川
内
町
の
２
か
所

で
、
急
傾
斜
地
が
そ
れ
ぞ
れ
民
家

に
接
し
て
お
り
、
落
石
や
斜
面
崩

壊
の
恐
れ
が
あ
る
危
険
か
所
で
、

現
地
を
念
入
り
に
調
査
し
、
対
策

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

伊
万
里
市
の
震
度
は
発
表
さ
れ
な
か
っ
た

伊万里市や鹿島市など県内８か所での計測震度

は、佐賀県震度情報ネットワークにより佐賀県庁

を経由して気象台に送られていますが、その震度

がテレビの速報で発表されませんでした。

市では、震度の公表は防災対策上、極めて重要

であるため、３月22日と５月２日に佐賀地方気象

台と、佐賀県震度情報ネットワークシステムの管

理者である佐賀県に対し、震度を発表していただ

くよう要望を行いました。

佐賀地方気象台の説明では、現在、伊万里市な

どに設置されている震度計は、正確には、旧科学

技術庁が設置した強震計といわれるもので、地震

の波形データなどの調査・研究用であり、震度を

計測するためのものではないので、強震計により

計測震度が出たとしても、その情報は気象庁の公

式データとして扱うことができず、テレビの速報

値として出せないとのことです。

また、佐賀県の説明では、伊万里市の強震計に

よって計測された震度を、参考値としてでも発表

するよう、気象庁と佐賀地方気象台に引き続き要

請するとのことで、現在、県では、伊万里市の震

度を県のホームページに掲載し、報道機関に対し

ては伊万里市の震度を発表しているとのことです。

今後、伊万里市の震度を市民の皆さんにお

知らせするため、市においては、次の対応を

行うことにしています。

①市独自の取り組みとして、九州北
部地方に震度３以上が発表された
場合、できるだけ早い時刻に、伊
万里ケーブルテレビと西海テレビ
の10チャンネル緊急割り込み放送
を行い、市民の皆さんに震度をお
知らせする。

②佐賀県とともに、ＮＨＫ佐賀放送
局に対し、震度を放送していただ
くよう要請した。

③今後も引き続き、佐賀県と一体と
なり、気象台に対し、震度を参考
値としてでも発表していただくよ
う要望する。

④今後、気象台やＮＨＫの対応状況を
見ながら、現在の伊万里市の強震計の
取り替えなどについても検討する。

雨

期

前

に

防

災

パ

ト

ロ

ー

ル

さ
れ
、
同
時
に
、
各
市
町
村
か
ら

気
象
台
ま
で
震
度
情
報
が
伝
達
さ

れ
る
佐
賀
県
震
度
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

今回の地震では、多くの市民の皆さんから
『伊万里市は、なぜ震度の発表がないのか』
との問い合せがありました。

市の対応について
なぜ

？

伊
万
里
市
の
震
度
計

防災を考える特集
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規
模
な
風
・
水
害
な
ど
に

対
処
し
、
人
的
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、

消
防
、
警
察
な
ど
の
行
政
機
関
の

役
割
に
加
え
、
住
民
一
人
ひ
と
り

が
『
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
』
と
い
う
固
い
信
念
と

連
帯
意
識
の
も
と
に
、
自
主
的
な

防
災
活
動
を
行
う
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

際
に
平
成
７
年
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
や
、
平
成
16

年
の
新
潟
県
中
越
大
地
震
の
際
に

も
、『
地
域
ぐ
る
み
の
協
力
体
制
』

が
多
く
の
人
命
を
救
い
ま
し
た
。

中
豪
雨
や
台
風
、
地
震
に

よ
る
大
規
模
災
害
が
全
国

各
地
で
発
生
し
て
い
る
今
日
、
地

域
住
民
が
組
織
的
に
災
害
時
要
援

助
者
へ
の
援
護
や
災
害
情
報
の
収

①
災
害
時
要
援
助
者
（
災
害
時
の

援
護
が
必
要
な
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
）
の
居

住
地
の
把
握
、
確
認

②
災
害
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合

の
、
災
害
時
要
援
助
者
へ
の
声

掛
け
巡
回
や
住
民
へ
の
警
戒
呼

び
か
け

③
災
害
情
報
の
収
集
と
市
対
策
本

部
へ
の
伝
達

④
住
民
の
防
災
意
識
の
啓
発
、
高
揚

⑤
市
が
行
う
防
災
訓
練
へ
の
参

加
、
協
力
な
ど

地
区
防
災
会
の
活
動

集
伝
達
な
ど
の
自
主
防
災
活
動
に

取
り
組
む
た
め
、
平
成
17
年
６
月

か
ら
伊
万
里
市
区
長
会
連
合
会
が

主
体
と
な
り
、
各
自
治
会
を
単
位

と
し
て
組
織
さ
れ
る
『
地
区
防
災

会
』
が
発
足
し
ま
す
。

害
が
起
き
て
か
ら
で
は
手

遅
れ
で
す
。平
常
時
に
こ
そ
、

わ
た
し
た
ち
自
身
か
ら
始
め
ら
れ

る
こ
と
を
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

身
の
危
険
を
感
じ
た
ら

各
町
の
公
民
館
へ

今
年
も
ま
た
大
雨
や
台
風
に
よ

る
災
害
が
心
配
さ
れ
る
季
節
と
な

り
、
最
近
で
は
、
当
地
域
で
は
予

測
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
地
震
も
発

生
し
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
災
害

が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
災
害
に
い

ち
早
く
対
応
す
る
た
め
、
大
雨
・

洪
水
警
報
な
ど
の
気
象
警
報
発
令

時
や
震
度
３
以
上
の
地
震
発
生
時

に
は
、
夜
間
、
休
日
を
問
わ
ず
必

ず
職
員
が
出
勤
し
て
、
災
害
情
報

収
集
室
や
災
害
対
策
連
絡
室
を
立

ち
上
げ
、
情
報
の
収
集
と
そ
の
対

応
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
町
公
民
館
を
避
難
所

と
し
て
指
定
し
、
避
難
さ
れ
る
人

た
ち
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
大
雨
・
台
風
・
地
震
な
ど
で

身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
、
各
町
公

民
館
へ
避
難
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
時
や
災
害
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、

ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
し
、
市
へ

の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

地区防災会は
住民どうしの
助け合いが基本です。

伊万里市区長会連合会会長

前田　博さん（今町）

皆さんもご承知のように、昨年は、新潟・福井の集中豪雨災害を

はじめ、相次ぐ台風の襲来、さらには新潟県中越大地震が発生し、

多くの死者や行方不明者がでました。

また、今年３月20日に九州北部地域を襲った福岡県西方沖地震

では、わたしたち市民も地震の恐怖を経験しました。

災害はいつどのように発生するかわかりません。これまで過去の

被災例を見ても、災害時における『ご近所どうしの助け合い』が多

くの人命を救っております。市内でも高齢者の一人暮らしが増え、

人口の空洞化が起こっております。

これまでもそれぞれの地区では、地域ぐるみでの防災活動を行っ

てきましたが、伊万里市区長会連合会では、区長皆さんのご理解と

ご支援を得て、これまで明瞭でなかった組織から、正式に規約を持

った区の中の機関と位置付けた『地区防災会』を発足することにな

りました。

今後は、地域の地区防災委員を中心として、避難訓練や地区の避

難場所、危険か所の確認をするなど、地域に住む皆さんがお互いに

協力し合い、災害に対する備えを行っていきたいと思います。

防災を考える

平
成
17
年
６
月

『
地
区
防
災
会
』

ス
タ
ー
ト

大

実集

災

特集

総務課行政係
山 口 令 子
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伊
万
里
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
（
案
）

に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

消
防
法
な
ど
が
平
成
16
年
６
月
に
改
正

さ
れ
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
を
減
ら

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
一
律
に
す

べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
防
災
警
報
器
な
ど

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

消
防
法
な
ど
で
定
め
ら
れ
た
基
準
に
従

い
、
伊
万
里
市
で
も
火
災
予
防
条
例
の
一

部
改
正
（
以
下
、
条
例
案
）
の
準
備
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
条
例
案
の
内
容
と
し
て
、
住
宅

用
防
災
警
報
器
な
ど
の
設
置
・
維
持
に
関

し
て
の
規
定
を
条
例
で
定
め
る
予
定
で

す
。
そ
の
概
要
は
、
新
築
住
宅
に
つ
い
て

は
、
消
防
法
に
基
づ
き
平
成
18
年
６
月
１

日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
既
存
住
宅
へ

の
適
用
年
月
日
や
台
所
へ
の
設
置
義
務
な

ど
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
条
例
で
定
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

市民意見提出手続制度案内

市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト)

●意見募集期間 ６月１日（水）～６月30日（木）
●公表する案および資料
伊万里市火災予防条例の一部改正（案）

※広報では、資料が多量であるため、概要のみを掲載しています
●案の公表先・入手先
①消防本部予防課および各分署または情報広報課市民サービス係
②各町の公民館または市民図書館
③市のホームページ　http://www.city.imari.saga.jp
●意見の提出方法
意見は、住所、氏名（または団体名）を明記の上、次のいずれかの方
法により提出してください。なお、お寄せいただいた意見については、
その概要と市の考え方を市のホームページなどで公表します

①電子メール shoubou-yobou@city.imari.lg.jp
②郵　便 〒848-0027 伊万里市立花町1355-3

伊万里市消防本部　予防課
③直接提出 書面を持参される人は案の公表先①②へ提出してください
④ファックス ０９５５@2７５９８
●問合先　　　消防本部　予防課

（1@3４３１１内線５２）

■
あ
な
た
の
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

10

市が基本的な政策などを
策定するときに、その趣旨、
内容などを広く公表し、市
民の皆さんから寄せられた
ご意見などを考慮して政策
などを決定するとともに、
ご意見などに対する市の考
え方を公表する一連の手続
きをいいます。

パブリックコメント
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●全国一律に適用されるもの
新築住宅については、平成18年６月１日から寝室や階段などに住宅用防災警報器等の設置が義務付けら
れます
●市町村条例によって定められるもの【パブリックコメント】
①既存住宅の適用時期（新築住宅の適用から２年～５年）
②台所その他の火災発生のおそれが大であると認められる部分への住宅用防災警報器等の設置の義務化

改正ポイント

■消防法等の改正（平成16年６月）：住宅防火対策に関する法の改正
全国で火災による死者数は、平成14年中の死者数（放火自殺者を除く）

が992人、平成15年中には1,041人と急増し、死者の内65歳以上の高齢者

は他の年齢層に比べ５倍以上となっています。

これらを踏まえ、内閣府の世論調査が平成15年に行われ、住宅用火災警

報器などの設置義務化について『賛成』『どちらかといえば賛成』を合わ

せ約67%の回答があったと報告されています。これらのことにより、総務

省消防庁などで検討され、住宅火災による死者数を減らすことを目的とし

て、消防法が改正されたものです。

改正案：『新築住宅に義務付けられた日から最長の５年（平成23年６月１日）とする』
理由（１）新しい制度であり、市民の皆さんへの周知広報のための充分な期間が必要であること

（２）共同住宅などへ設置をされる場合、多数の住宅用防災警報器等の設置が必要となり、設置費用
も大きくなることが予想されるので、予算措置に相当の期間を設定しておく必要があること

（３）新築住宅への義務設置により、住宅用防災警報器等が大量生産されるようになると機器の単価
が下がると予想され、市民の皆さんの負担が軽減される時期に設置することが望ましいこと

改正案：『設置に努めるものとする』
理由　伊万里市の住宅火災の現状では、台所が出火場所と判明したものについては、20年間の累計でも

死者はありません。こういったことから、今回は台所への設置義務化は図らず、市民の皆さんに努
力義務を課すものとし、『設置に努めるものとする』とする予定です

消防法等の改正

伊万里市火災予防条例の一部改正案

①既存住宅の適用時期について

②台所その他の火災発生のおそれが大であると認められる部分への住宅用防災警
報器等の設置の義務化について

伊万里市では次のように考えています！

『この警報器でなければならない』『今すぐ取り付けなければならない』と言って訪
問販売する業者がいます。くれぐれも、強引な勧誘や公的機関を名乗った訪問販売
には気を付けてください。

消防署や消防職員は、住宅用防災警報器や
消火器を販売することはありません!
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平
成
17
年
第
１
回
臨
時
会

平
成
17
年
第
１
回
臨
時
会
が
５
月
13

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
臨
時
会
で
は
、
副
議
長
の
選

挙
が
行
わ
れ
、
島
田
布
弘
議
員
が
選
出

さ
れ
た
ほ
か
、
各
常
任
委
員
会
な
ど
の

構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

島
しま

田
だ

布
しく

弘
む

副議長副議長選挙の模様

各
常
任
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員

長
、
敬
称
略
）

▼
総
務
委
員
会

◎
浜
野
義
則
、
○
川
内
　
学
、
黒
川

通
信
、
草
野
　
讓
、
樋
渡
雅
純
、
渡

邊
英
洋
、
内
山
泰
宏

▼
文
教
厚
生
委
員
会

◎
堀
　
良
夫
、
○
盛
　
泰
子
、
前
田

久
年
、
前
田
教
一
、
岡
口
重
文
、
原

口
　
弘
、
下
平
美
代

▼
産
業
経
済
委
員
会

◎
得
木
久
彦
、
○
貞
方
喜
延
、
山
増

秀
明
、
山
田
　
悟
、
笠
原
義
久
、
岩

橋
紀
行
、
樋
渡
伊
助

▼
建
設
委
員
会

◎
福
田
喜
一
、
○
満
江
洋
介
、
島
田

布
弘
、
前
田
儀
三
郎
、
占
野
秀
男
、

田
中
啓
三
、
岩
本
盛
房

▼
議
会
運
営
委
員
会

◎
原
口
　
弘
、
○
盛
　
泰
子
、
草
野

讓
、
渡
邊
英
洋
、
貞
方
喜
延
、
前
田

儀
三
郎
、
占
野
秀
男
、
岩
橋
紀
行

ま
た
、
今
回
の
臨
時
会
で
は
、
条
例

議
案
１
件
、
一
般
議
案
３
件
、
予
算
議

案
６
件
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
提
出
議
案
は
す
べ
て

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
伊
万
里
休
日
急
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

休
日
急
患
医
療
セ
ン
タ
ー
で
、
夜
間

に
お
け
る
小
児
診
療
を
実
施
す
る
た

め
、
改
正
を
行
う
も
の
で
す

■
平
成
17
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
が

１
２
７
８
万
円
増
額
さ
れ
、
補
正
後
の

予
算
総
額
は
、
１
８
７
億
４
６
７
８
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

▽
休
日
・
夜
間
急
患
医
療
セ
ン
タ
ー
運

営
事
業

７
０
８
万
円

▽
伊
万
里
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
繰
出
金

５
７
０
万
円

※
専
決
処
分
の
承
認

▽
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
な
ど
の
改
正
に
よ
り
、
長

期
避
難
指
示
に
係
る
被
災
住
宅
用
地

に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
特
例
措
置

お
よ
び
特
別
土
地
保
有
税
の
徴
収
猶

予
制
度
の
見
直
し
な
ど
、
所
要
の
改

正
を
行
う
た
め
、
平
成
17
年
３
月
31

日
に
専
決
処
分
し
た
も
の
で
す

▽
監
査
委
員
の
選
任

議
会
選
出
の
監
査
委
員
と
し
て
岩
本

盛
房
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

予

算

議

案

条

例

議

案

一

般

議

案

※専決処分：地方議会が議決または決定すべき事件について、法定事由に該当する場合、または議会の議決
により委託された場合に市長が議会に代わってこれを処分すること
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児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

毎
年
６
月
に
『
現
況
届
』
の
提
出
が
必

要
で
す
。

こ
の
届
は
、
平
成
17
年
６
月
１
日
に

お
け
る
児
童
の
養
育
状
況
や
年
金
の
加

入
状
況
、
平
成
16
年
中
の
所
得
な
ど
の
、

児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
届
け
出

が
な
い
場
合
は
、
６
月
分
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●

対
　
象

児
童
手
当
を
現
在
受
給
し

て
い
る
人
で
、
小
学
校
３
年
生
ま
で

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
（
公
務

員
は
除
く
）

●

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
（
朱
肉
使
用
の
印
鑑
）

②
年
金
加
入
証
明
書
（
国
民
年
金
加

入
の
人
は
除
く
）

※
６
月
中
旬
に
証
明
書
用
紙
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
事
業
所
で
証
明
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら

受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー
で

代
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

③
児
童
が
市
外
在
住
の
場
合
は
、
児

童
の
住
民
票
謄
本

④
平
成
17
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入

し
た
人
は
、
平
成
17
年
１
月
１
日

現
在
の
住
所
地
発
行
の
平
成
17
年

度
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

※
出
張
所
で
手
続
き
を
す
る
地
区
の
人

は
、
期
間
中
は
市
役
所
に
関
係
書
類

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

《
児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て
》

児
童
手
当
は
、
小
学
校
第
３
学
年
修

了
前
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
で
、

所
得
な
ど
が
支
給
要
件
に
該
当
す
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
手
当
を
受
給
す
る
に
は
『
児
童

手
当
認
定
請
求
書
』
の
提
出
が
必
要
で

す
。
認
定
請
求
を
し
た
月
の
翌
月
分
か

ら
、
支
給
理
由
が
な
く
な
っ
た
月
の
分

ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

★
児
童
手
当
額
（
月
額
）

▽
第
１
子
　
　
　
　
５
０
０
０
円

▽
第
２
子
　
　
　
　
５
０
０
０
円

▽
第
３
子
以
降
　
１
０
０
０
０
円
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夜
間
の
小
児
急
病
患
者
に
対
応

す
る
た
め
、
伊
万
里
・
有
田
地
区

医
師
会
と
伊
万
里
西
松
浦
薬
剤
師

会
の
協
力
を
得
て
、
７
月
１
日
か

ら
伊
万
里
休
日
急
患
医
療
セ
ン
タ

ー
で
夜
間
小
児
診
療
を
行
い
ま
す
。

夜
間
小
児
診
療
の
開
始
に
伴

い
、
施
設
の
名
称
が
伊
万
里
休

日
・
夜
間
急
患
医
療
セ
ン
タ
ー
に

な
り
ま
す
が
、
通
称
は
今
ま
で
ど

お
り
『
急
患
セ
ン
タ
ー
』
で
す
。

診
察
は
、
医
師
会
の
小
児
科
・

内
科
・
外
科
医
が
交
代
で
行
い
ま

す
。
症
状
に
よ
っ
て
は
早
急
に
受

け
入
れ
先
の
病
院
（
小
児
科
）
を

紹
介
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
電
話
で
お
子
さ
ん
の

様
子
を
説
明
し
、
そ
の
後
に
来
院

く
だ
さ
い
。

ま
た
受
診
の
と
き
は
、
お
子
さ

ん
の
様
子
や
食
事
の
状
況
、
飲
ま

せ
た
薬
な
ど
を
説
明
で
き
る
人
が

住みたいまち

行きたいまち

伊万里

伊万里市は、市民にとって
『住みたいまち』、訪れる人に
とって『行きたいまち』とな
る魅力ある伊万里市を市民の
皆さんとともに創りあげたい
と考えています。
このコーナーでは、伊万里

市の魅力や新しい魅力となる
事業などを紹介します。

伊万里市における『協働』とは、『市民と行政と
が対等なパートナーとしてお互いを尊重しあい、適
切な役割分担のもとに共同の責任を負いながら、知
恵を出しあい協力して事業に取り組むこと』です。
双方がそれぞれの能力を生かし『住みたいまち伊

万里・行きたいまち伊万里』をめざして活動するこ
とにより『活力あふれるまちづくり』の推進を図る
ことができます。
これらの推進のためには、市民、市民団体、事業

者そして行政が自らの権利と責任のもとに対等な立
場で協働し『新しい公共』を創造するための理念と
制度を定める必要があります。
今回、市民、市民団体、事業者、および市の協働

により、新しい公共を創造するための基本理念を定
め、もって多様な価値観を認めあう豊かで活力あふ
れる地域社会の実現に寄与することを目的として市

民協働推進条例を制定します。
これは、市民自らの活動を支援する条例ですので、

市民自らの手でつくりあげることにその意義があり
ます。
そこで、下記のとおり市民協働推進条例検討委員

会の委員を募集します。
ふるってご応募ください

●応募資格 満18歳以上の市民で、熱意を持って
取り組む人

●募集人員 ３人（予定）
●任　期 １年間（平成18年３月31日まで）
●活動内容 協働推進条例の策定
●活動回数 年６回程度
●応募方法 男女協働・まちづくり課または各町の
公民館に備え付けの応募用紙で申込んでください。
また、市のホームページでもご覧いただけます

●応募期間 ６月１日（水）～６月30日（木）
●応募・問合先 男女協働・まちづくり課

1@3２１１１内線４８５　5@2７２１３
〒848-8501 伊万里市立花町1355-1
http:/www.city.imari.saga.jp

７月１日から
月～金曜日の夜

急急
患患
セセ
ンン
タタ
ーー
でで

夜夜
間間
小小
児児
診診
療療
をを
始始
めめ
まま
すす

『市民協働推進条例（仮称）検討委員会』委員募集

い
っ
し
ょ
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
祝
日
、
１
月
２
日
、
１
月
３

日
お
よ
び
12
月
31
日
を
除
く
）

▼
時
　
間

午
後
８
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で

▼
診
療
科
目

小
児
科

▼
場
　
所

急
患
セ
ン
タ
ー

立
花
町
１
５
４
２
番
地
23

（
市
役
所
東
側
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
横
）

▼
電
　
話

@3
９
９
１
０

※
お
薬
は
院
外
処
方
と
な
り
、
市

街
地
の
薬
局
で
対
応
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す

※
急
患
セ
ン
タ
ー
で
の
日
曜
・
祝

日
な
ど
の
診
療
は
、
今
ま
で
ど

お
り
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
、
内
科
、
外
科
、
小
児
科

を
診
察
し
ま
す

お
子
さ
ん
が
最
も
よ
い
医
療
を

受
け
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら

お
子
さ
ん
の
体
質
や
病
歴
な
ど
を

ご
存
知
の
『
か
か
り
つ
け
医
』
に
、

昼
間
の
診
療
時
間
内
に
受
診
す
る

こ
と
が
大
事
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
何
で
も
相
談
で
き

る
『
か
か
り
つ
け
医
』
を
つ
く
り
、

お
子
さ
ん
の
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い

と
き
は
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
健
康
づ
く
り
課

（
1
@2
３
９
１
６
）

ま
ず
は
電
話
を
！

早
め
の
受
診
を
！
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平成15年４月に伊万里市西駅ビル（MR側）２階に、やきもの

専門の美術館としてオープンした伊万里・鍋島ギャラリーでは、

第７回目の企画展を行います。

日本で、磁器の生産が始まるのは江戸時代の初めの元和２年

（1616年）に肥前有田といわれています。磁器は、このころから

江戸時代の終わりまで、伊万里・有田周辺でつくられました。

多くの磁器は、伊万里津（港）から国内はもとより、出島を経

て海外へも船で輸出されました。これらの磁器を地名にちなんで、

一般に『古伊万里』と呼んでいます。

『古伊万里』は、文禄・慶長の役（1592～97年）で渡来した

陶工がつくった『初期伊万里』から、17世紀半ばオランダが大量

にヨーロッパに運んだ、色絵金彩を多用した『輸出伊万里』へと

時代とともに変化していきます。特に豪華絢爛な『輸出伊万里』

は、ヨーロッパの王侯貴族たちを魅了しました。今回、17世紀か

ら19世紀にわたる32件の『古伊万里』を展示します。

楠
は
ク
ス
ノ
キ
の
別
称
で

す
。
ク
ス
ノ
キ
科
の
常
緑
高
木

で
、
日
本
で
最
も
大
き
く
な
る

樹
種
で
す
。
関
東
以
南
の
暖
地
、

特
に
海
岸
部
に
多
く
、
建
築
材

や
船
材
と
し
て
利
用
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
防
虫
剤
に
な
る
樟し

ょ
う

脳の
う

が
と
れ
ま
す
。

東
山
代
町
里
の
青
幡
神
社
の

境
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
、
神
木
と

さ
れ
て
い
る
一
本
の
際
立
っ
た

楠
の
巨
木
が
あ
り
ま
す
。

青
幡
神
社
は
、
松
浦
党
の

源
直

み
な
も
と
の
な
お
すが
久
安

き
ゅ
う
あ
ん

年
間
（
１
１
４

５
〜
５
０
）
に
、
里
に
政
庁
を

置
き
、
そ
の
鎮
守
と
し
て
創
建

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
古
社
で

す
。
神
社
の
由
緒
に
お
と
ら
ず
、

こ
の
楠
も
推
定
樹
齢
は
５
０
０

年
を
は
る
か
に
こ
え
て
い
ま
す
。

根
が
地
上
か
ら
数
㍍
隆
起
し

て
お
り
、
根
回
り
約
27
・
７
㍍

目
通

め
ど
お

り
幹
回
り
（
目
線
の
高
さ

で
の
幹
回
り
）
約
11
・
４
㍍
、

樹
高
約
16
㍍
、
枝
張
り
南
北
約

21
㍍
で
す
。

佐
賀
県
に
は
楠
の
巨
木
が
多

く
、
佐
賀
の
地
名
の
由
来
に
も

関
わ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
青
幡

神
社
の
楠
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
巨

木
で
あ
り
な
が
ら
、
県
下
で
は

４
位
に
な
り
ま
す
。

地
上
約
５
㍍
の
と
こ
ろ
か
ら

三
方
に
大
枝
が
分
か
れ
、
そ
こ

か
ら
四
方
に
向
か
っ
て
枝
葉
が

繁
っ
た
美
し
い
姿
を
し
て
い
ま

す
。
中
に
は
空
洞
が
あ
り
ま
す

が
、
樹
勢
は
さ
か
ん
で
す
。

伊
万
里
市
の
文
化
財
③

●期　間 ６月７日（火）～９月25日（日）
●時　間 午前10時～午後５時
（６月から９月中の土曜日は、午後７時まで開館）
※休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）
●場　所 伊万里・鍋島ギャラリー

（伊万里市西駅ビル【MR側】）
●展示品 所蔵の古伊万里32件42点

●入館料 300円
（65歳以上または中学生以下　無料）

●駐車場 駅前駐車場（元ダイエー駐車場）をご
利用ください。※有料入館者には、100円分の
サービス券を発行します

●問合先 伊万里・鍋島ギャラリー1@2２２６７

生涯学習課1@3２１１１内線４６３

色絵牡丹菊花文皿1690̃1710年代

伊万里・鍋島ギャラリー企画展



園児が図書館員の仕事にチャレンジ
図書館記念日にあたるこの日、伊万里保育園の『ま

つ組・たけ組』の園児43人が市民図書館の一日図書館
員に任命されました。園児たちは、自分の借りたい絵
本を選び、一人ずつ窓口に立ち、コンピュータを使っ
て実際の貸出業務を体験しました。

市民センター自主事業『南こうせつコンサートツア
ー２００５』が伊万里市民会館でありました。こうせ
つさんは、約２時間半におよぶコンサートで全17曲を
熱唱。会場に詰めかけたファンは、神田川、夢一夜な
ど名曲の数々に聴き入り、デビュー35周年を迎え『か
ぐや姫』時代からのエピソードなど軽快なトークに盛
り上がりをみせました。会場に響きわたったフォーク
ギターの音色は、心身を癒

いや

してくれました。

『元気鍋』大好評！川内野『夢の市』

『南こうせつ』熱唱！ ファンを魅了

東山代町川内野の『夢耕房たきの』で『みどりきら
めく夢の市』がありました。当日は、農産物の直売や
ハヤ釣り大会などが行われ、家族連れなどでにぎわい
ました。また、直径1.6㍍ある鍋（元気鍋）で作られ
た黒米だご汁は、自然食でおいしいと大好評でした。

４.30

５.19

５.５

16

やったー！ビンゴ１番のりは僕だ！
東山代町滝川内にある竹の古場公園で『つつじ祭り』

がありました。当日は野外コンサートやバーベキュー、
ビンゴゲームなどイベントが盛りたくさん。市内各地
から訪れた家族連れなど8,000人が、満開のつつじの
花のもと子どもの日を楽しみました。

５.５



女性消防団員による応急手当講習会

毎月第３日曜日は『えきフェスタ』へ

女性消防団員として県内で初めて『応急手当指導員』
の資格を取得した女性団員による、応急手当講習会が
伊万里公民館で開かれました。当日は、応急手当の普
及や啓発のため、伊万里町婦人会20人へ気道確保や心
臓マッサージの方法などを指導しました。

伊万里駅前公園で『えきフェスタ』が行われました。
第１回目のこの日は、伊万里農林高校生による至誠龍
神太鼓やアマチュアバンドのライブ演奏が披露され、
フリーマーケットや農産物の物産販売なども行われ、
集まった人たちは演奏に見入っていました。

伊万里市消防団の入団式が市民センターで行われま
した。今年の新入団員は63人。代表して南波多分団の
西浩一郎さんが「消防の目的と任務を深く自覚し、誠
実公正に職務を遂行します」と入団の決意を宣誓しま
した。式の後は消防についての研修会がありました。

12分団の新人消防団員が勢ぞろい

５.12

４.17

5.10
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Ｊ
Ｒ
伊
万
里
駅
と
Ｍ
Ｒ
伊
万
里
駅
の
間
の

車
道
を
横
断
す
る
人
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、

た
い
へ
ん
危
険
で
す
。
そ
こ
で
、
近
く
の
横

断
歩
道
や
連
絡
橋
を
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
、

４
月
25
日
か
ら
４
日
間
、
交
通
安
全
の
立
哨

指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、

伊
万
里
警
察
署
や
立
花
地
区
交
通
対
策
協
議

会
、
交
通
安
全
母
の
会
、
市
内
高
校
、
市
役

所
の
５
団
体
。

毎
日
、
朝
夕
の

２
回
、
約
20
人

が
交
代
で
立
哨

指
導
を
行
い
、

交
通
安
全
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

交
通
安
全
立
哨
指
導

両
駅
ビ
ル
間
の
車
道
の

横
断
は
危
険
で
す

新マスコット名『万梨之
ま り の

助
す け

くん』に決定!
ＪＡ伊万里が募集した、新しい梨のマスコットの名前
が５月25日『万梨之助くん』に決定しました。『万梨之
助くん』は、『なし万里くん』と『梨里ちゃん』の男の
子の友だちで、これから“３人”で県内外へキャンペー
ンに出かけ、伊万里梨をＰＲしてくれます。

４.21

JR伊万里駅側の立哨
指導

連絡橋利用を呼びか
ける看板

４.25

税

斉
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に
歩
い
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

式
で
は
、
立
花
保
育
園
児
か
ら

『
ミ
ニ
こ
い
の
ぼ
り
』
の
贈
呈
が

あ
り
、
塚
部
市
長
が
「
こ
い
の
ぼ

り
の
よ
う
に
元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ

の
後
、
園
児
か
ら
贈
ら
れ
た
『
手

づ
く
り
カ
ブ
ト
』
を
つ
け
た
塚
部

二
里
町
川
東
保
育
園
近
く
の
レ

ン
ゲ
畑
で
４
月
19
日
、『
レ
ン
ゲ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
川
東
保
育
園
児
と
川

東
老
人
ク
ラ
ブ
の
お
年
寄
り
と
の

交
流
の
一
環
で
、
毎
年
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

園
児
と
お
年
寄
り
の
交
流
会

レ
ン
ゲ
畑
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

こ
の
日
は
、
一
面
に
咲
い
た
レ

ン
ゲ
畑
で
、
園
児
た
ち
が
摘
ん
だ

レ
ン
ゲ
の
花
を
、
お
年
寄
り
が
編

ん
で
冠
を
作
っ
た
り
、
ビ
ニ
ー
ル

の
特
製
ド
レ
ス
に
レ
ン
ゲ
の
花
を

飾
り
、
園
児
た
ち
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
、
み
ん
な

で
記
念
撮
影
や
歌
、
ゲ
ー
ム
な
ど

自
然
の
中
で
の
交
流
を
楽
し
み
ま

し
た
。

空
高
く
元
気
に
泳
げ
　
こ
い
の
ぼ
り

５
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で
の
児

童
福
祉
週
間
を
前
に
、
４
月
22
日
、

市
役
所
玄
関
前
で
『
こ
い
の
ぼ
り

掲
揚
式
』
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
伊
万
里
、
大

坪
、
み
な
み
、
立
花
の
保
育
園
児

総
勢
１
５
９
人
。
園
児
た
ち
は
、

各
保
育
園
か
ら
市
役
所
ま
で
元
気

市
長
ら
と
各
保
育
園
の
園
児
代
表

は
『
こ
い
の
ぼ
り
』
の
歌
に
合
わ

せ
、
玄
関
前
の
掲
揚
台
に
こ
い
の

ぼ
り
を
掲
揚
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
園
児
を
代
表
し
て
伊

万
里
保
育
園
児
た
ち
が
、「
保
育

園
の
ム
ク
の
木
の
よ
う
に
大
き

く
、
お
空
の
こ
い
の
ぼ
り
に
負
け

な
い
よ
う
な
、
元
気
な
子
ど
も
に

な
り
ま
す
」
と
元
気
よ
く
お
礼
の

こ
と
ば
を
述
べ
る
と
、
会
場
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
お
こ
り
ま
し
た
。
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ぼ
く
は
、
外
に
出
て
い
る
だ
け

で
と
て
も
ご
機
嫌
な
ん
だ
よ
。
乗

り
物
が
大
好
き
で
、
今
一
番
の
お

気
に
入
り
は
ミ
ニ
カ
ー
な
ん
だ
。

み
ん
な
が
言
う
に
は
、
ぼ
く
が

乗
り
物
の
本
を
見
て
い
る
と
き
だ

け
は
お
と
な
し
い
て
言
う
ん
だ
。

で
も
、
こ
の
日
の
写
真
撮
影
は
、

チ
ョ
ー
緊
張
し
た
！

岩
いわ

橋
はし

佳
よし

子
こ

さん(22歳) 田
た

中
なか

琉
る

偉
い

くん

み
ん
な
の
愛
情
を
い
っ
ぱ
い
も
ら

い
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
る

『
パ
ワ
フ
ル
琉
偉
』。
こ
れ
か
ら
も
楽

し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
。

★
お
仕
事
は

ロ
イ
ヤ
ル
チ
ェ
ス
タ
ー
伊
万
里

に
勤
め
て
８
か
月
で
す
。
結
婚

式
の
衣
裳
合
わ
せ
の
担
当
を
し

て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
前
の
準

備
や
ド
レ
ス
、
タ
キ
シ
ー
ド
、

留
袖
な
ど
衣
裳
の
手
入
れ
は
い

つ
も
大
変
で
す
。

★
休
み
の
過
ご
し
方
は

映
画
や
買
い
物
に
出
か
け
た

り
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
な
ん
で

よ
く
一
緒
に
過
ご
し
て
い
ま

す
。
田
ん
ぼ
に
も
お
手
伝
い
に

行
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

★
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は

こ
れ
か
ら
も
、
大
好
き
な
デ
ザ

イ
ン
関
係
の
仕
事
に
関
わ
っ
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

★信康・里佳さんの次男

★東山代町長浜

★脇田町

★おうし座・Ａ型

( )１歳
９か月

糖
尿
病
の
人
口
は
年
々
著
し
く

増
え
て
い
ま
す
。
１
９
９
７
年
に

厚
生
省
の
全
国
調
査
に
よ
る
と
、

『
糖
尿
病
が
強
く
疑
わ
れ
る
人
』

は
20
歳
以
上
の
男
性
の
9.8
％
、
女

性
の
7.2
％
も
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
お
り
、
全
体
で
６
９
０
万
人
と

推
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
糖
尿
病
の
増
加
は
、
最

近
の
医
療
費
の
高
騰
の
一
因
と
も

な
っ
て
お
り
、
21
世
紀
に
お
け
る

大
き
な
健
康
問
題
で
も
あ
り
ま

す
。糖

尿
病
に
な
る
原
因
は
、
生
活

習
慣
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
い

え
、
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
確
立

す
る
こ
と
で
、
病
気
の
発
症
そ
の

も
の
を
予
防
で
き
る
と
い
う
考
え

方
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
肥
満
を
防
ぐ

体
脂
肪
を
測
定
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
本
肥
満
学
会
の
判
定
基
準
で
は

（
男
性
の
場
合
）

軽
度
肥
満
　
　
20
％
以
上

中
等
度
肥
満
　
25
％
以
上

重
度
肥
満
　
　
30
％
以
上

（
女
性
の
場
合
）

軽
度
肥
満
　
　
30
％
以
上

中
等
度
肥
満
　
35
％
以
上

重
度
肥
満
　
　
40
％
以
上

▼
食
生
活
を
考
え
る

①
脂
肪
摂
取
の
多
い
食
事
を
控
え
る

②
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
多
い
食
品

を
控
え
る

③
糖
質
過
剰
摂
取
を
や
め
る

④
食
物
繊
維
の
多
い
食
品
を
摂
取

す
る

⑤
ア
ル
コ
ー
ル
の
過
剰
摂
取
を
や

め
る

※
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
の
普
及
が

日
本
の
食
生
活
を
大
き
く
変
え

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
自
然
界
の

味
食
を
生
か
し
た
料
理
を
楽
し

ん
で
食
べ
る
よ
う
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

▼
適
度
な
運
動
を
す
る

適
度
な
運
動
を
行
う
こ
と

で
、
食
事
摂
取
し
た
カ
ロ
リ
ー

を
消
費
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

筋
肉
量
を
維
持
し
、
体
重
と
脂

肪
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
お
、
心
血
管
系
や
筋
骨

格
系
の
事
故
予
防
の
た
め
、
運

動
時
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
と
ク
ー

ル
ダ
ウ
ン
は
重
要
で
す
。
特
に
、

高
齢
者
や
高
血
圧
な
ど
が
あ
る

人
は
、
運
動
を
す
る
時
に
気
を

つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

糖
尿
病
は
、
自
分
自
身
に
よ
る

自
己
管
理
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

今
月
は
、

『
糖
尿
病
』
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

糖
尿
病
は
、
自
己
管

理
で
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
初
期
段
階

で
は
自
覚
症
状
が
少

な
い
た
め
、
気
が
つ

き
ま
せ
ん
。
最
も
大

切
な
こ
と
は
初
期
治

療
で
す
。

で
は
、
糖
尿
病
に
な
ら
な
い

た
め
の
方
策
は
？
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５日（日）
●東山代町子ども会

グラウンドゴルフ大会
８時半開会　東山代運動広場

●伊万里町民球技大会
８時40分開会　伊万里小学校ほか
12日（日）
●山代町民グラウンドゴルフ大会
８時半開会　浦之崎運動広場
19日（日）
●東山代町民体育大会
８時40分開会　東山代小学校

●大川内町民ゲートボール大会
８時開会　大川内小学校

●ニ里町民インディアカ大会
●ニ里町民婦人バレーボール大会
●ニ里町民グラウンドゴルフ大会
８時半開会　ニ里小学校

●ニ里町民ゲートボール大会
８時半開会　二里ゲートボール場

26日（日）
●黒川町民球技大会
８時開会　黒川小学校

●大川町民球技大会
８時半開会　大川体育館ほか

●牧島町民球技大会
８時半開会　牧島小学校

５日（日）
●近郊中学生バレーボール大会
９時開会　国見台体育館

●伊万里市民グラウンドゴルフ大会
８時半開会　国見台陸上競技場ほか

11日（土）、18日（土）
●市長旗争奪中学生野球大会
８時20分開会　国見台野球場ほか
12日（日）
●スポーツ少年団交流大会
８時半開会　南波多小体育館

●あじさいカップバドミントン大会
９時開会　国見台体育館

12日、19日、26日
●市会長杯軟式野球大会
８時半開会　国見台球技場

●市会長杯争奪ソフトボール春季選手権大会
８時半開会　国見台球技場

19日（日）
●市会長杯争奪親子バレーボール大会
９時開会　国見台体育館

26日（日）
●青少年柔剣道大会
９時開会　国見台武道館・体育館

６月の市民スポーツ

６月の町民スポーツ

伊西地区中学校対抗
ソフトテニス大会

４
月
29
日
、
伊
西

地
区
中
学
校
対
抗
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が

国
見
台
と
ウ
ェ
ル
サ

ン
ピ
ア
伊
万
里
庭
球

場
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
伊
西

地
区
の
中
学
校
か
ら

男
子
12
チ
ー
ム
、
女

子
11
チ
ー
ム
が
参

加
。
ダ
ブ
ル
ス
３
組

で
編
成
さ
れ
た
チ
ー

ム
で
団
体
戦
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

第
41
回
国
見
台
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

優
勝

西
有
田
　
　
啓
成
Ａ

２
位

青
嶺
Ａ
　
　
有
田
Ａ

有
田
Ａ
　
　
啓
成
Ｂ

青
嶺
Ｂ
　
　
有
田
Ｂ

陸
上
競
技
の
競
技
力
向
上
と
記

録
に
挑
戦
す
る
第
41
回
国
見
台
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
が
５
月
３

日
、
国
見
台
陸
上
競
技
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
県
内
外
よ
り
中
学
生

以
上
の
約
７
０
０
人
が
参
加
し
、

ト
ラ
ッ
ク
競
技
13
種
目
と
フ
ィ
ー

ル
ド
競
技
12
種
目
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
内
の
上
位
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

《
男
子
の
部
》

◆
中
学
１
０
０
㍍

①
津
上
　
遼
（
啓
成
中
）

記
録：

12
秒
０

②
中
川
郁
哉
（
伊
万
里
中
）

記
録：

12
秒
１

◆
中
学
１
５
０
０
㍍

②
下
平
弦
来
（
伊
万
里
中
）

記
録：

４
分
26
秒
９

③
松
尾
高
広
（
伊
万
里
中
）

記
録：

４
分
28
秒
９

◆
１
５
０
０
㍍

①
北
村
博
規
（
敬
徳
高
）

記
録：

４
分
８
秒
７

◆
４
×
１
０
０
㍍
リ
レ
ー

①
上
田
塾

（
上
田
淳
嗣
・
壱
岐
昂
亮
・

本
山
慶
宣
・
日
浦
裕
也
）

記
録：
43
秒
０

◆
走
高
跳

②
松
尾
耕
輔
（
伊
万
里
高
）

記
録：

１
㍍
90

③
山
口
了
平
（
伊
万
里
農
林
高
）

記
録：

１
㍍
65

◆
砲
丸
投

①
鶴
田
健
太
郎
（
伊
万
里
農
林
高
）

記
録：

13
㍍
78

◆
や
り
投

②
山
口
啓
太
（
伊
万
里
農
林
高
）

記
録：

57
㍍
11

③
山
本
健
介
（
伊
万
里
高
）

記
録：

52
㍍
93

《
女
子
の
部
》

◆
中
学
１
０
０
㍍

②
小
川
華
奈
（
伊
万
里
中
）

記
録：

14
秒
１

③
福
田
　
雅
（
国
見
中
）

記
録：

14
秒
２

◆
中
学
８
０
０
㍍

②
朝
長
佳
那
子
（
啓
成
中
）

記
録：

２
分
33
秒
８

◆
１
０
０
㍍

①
原
　
結
花
（
伊
万
里
商
）

記
録：

13
秒
３

◆
４
×
１
０
０
㍍
リ
レ
ー

①
伊
万
里
商

（
山
口
ひ
か
る
・
藤
本
明

紀
・
竹
重
有
紗
・
原
結
香
）

記
録：

50
秒
８

地
元
勢
が
大
活
躍

男
子
の
部

女
子
の
部

３
位
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第
28
回
市
長
旗
争
奪
伊
万
里
地
区

高
等
学
校
野
球
春
季
大
会

敬
徳
高
校
が
優
勝

第
28
回
市
長
旗
争
奪
伊
万
里
地

区
高
等
学
校
野
球
春
季
大
会
が
５

月
３
日
か
ら
８
日
ま
で
国
見
台
野

球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
敬
徳
高
校
、
伊
万
里

農
林
高
校
、
有
田
工
業
高
校
、
伊

万
里
商
業
高
校
、
伊
万

里
高
校
の
５
校
に
よ
る

リ
ー
グ
戦
で
行
い
ま
し

た
。試

合
は
、
上
位
３
校

が
３
勝
１
敗
で
並
ぶ
大

激
戦
で
、
大
会
規
定
に

よ
り
、
失
点
の
少
な
か

っ
た
敬
徳
高
校
が
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

な
お
、
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

優
　
勝敬

徳
高
校

準
優
勝
　

伊
万
里
農
林
高
校

３
　
位有

田
工
業
高
校

４
　
位伊

万
里
商
業
高
校

５
　
位
　

伊
万
里
高
校

招 待 高 校 野 球 大 会

甲子園をめざして
名門校と激戦！

招
待
高
校
野
球
大
会
が
４
月
30

日
と
５
月
１
日
の
２
日
間
、
国
見

台
野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
伊
万
里
地
区
か

ら
の
甲
子
園
大
会
出
場
を
め
ざ

し
、
伊
万
里
地
区
高
校
野
球
の
技

術
力
向
上
と
意
識
改
革
を
図
る
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ハ
イ

レ
ベ
ル
の
プ
レ
ー
に
接
し
て
も
ら

う
た
め
、
九
州
地
区
の
名
門
校
を

招
き
、
地
元
の
高
校
と
の
対
戦
を

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
の
大
会
に
は
伊
万
里
地
区

の
５
校
と
招
待
高
校
と
し
て
沖
縄

水
産
高
校
、
九
州
学
院
高
校
（
熊

本
県
）、
日
章
学
園
高
校
（
宮
崎

県
）
、
大
牟
田
高
校
（
福
岡
県
）

が
出
場
。
普
段
は
見
ら
れ
な
い
対

戦
と
あ
っ
て
、
国
見
台
に
は
多
く

の
高
校
野
球
フ
ァ
ン
が
詰
め
か

け
、
見
ご
た
え
の
あ
る
試
合
に
歓

声
が
沸
き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

手ごたえを感じた２日間

な
お
、
試
合
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

●４月30日
①九州学院　対　敬徳高校

８　－　５
②伊万里農林対　九州学院

８　－　４
③沖縄水産　対　伊万里高校

12 －　３

●５月１日
①伊万里商業対　大牟田高校

６　－　５
②日章学園　対　大牟田高校

13 －　１
③日章学園　対　有田工業

４　－　４

招待野球大会結果

敬徳高校　対　伊万里商業
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え

き

フ

ェ

ス

タ

農
産
物
ト
ラ
ッ
ク
朝
市

●

会
　
場

伊
万
里
駅
前
公
園

（
JR
伊
万
里
駅
前
）

●

問
合
先

商
工
観
光
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
３
５
２
）

女
性
職
員
の
意
識
高
揚
と
資
質

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

第
２
回
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番

に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
一
人

①
弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
▽
父
母
▽
孫
▽
祖
父
母

▽
兄
弟
姉
妹

④
そ
の
他
の
三
親
等
内
親
族

●

支
給
内
容

額
面
40
万
円
（
10

年
償
還
の
記
名
国
債
）

●

請
求
期
限

平
成
20
年
３
月
31
日
（
月
）

●

請
求
に
必
要
な
も
の

▽
請
求
す
る
人
の
印
鑑

▽
こ
れ
ま
で
に
弔
慰
金
ま
た
は
特

別
弔
慰
金
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
人
は
、
裁
定
通
知
書
な
ど

▽
そ
の
他
に
戸
籍
謄
本
な
ど
が
必

要
に
な
り
ま
す

※
請
求
の
書
類
は
福
祉
課
に
あ
り

ま
す

●

請
求
・
問
合
先

福
祉
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
５
５
）

畑
か
ら
採
り
た
て
、
も
ぎ
た
て

の
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
を
ト
ラ
ッ

ク
で
直
販
し
ま
す
。
ま
た
、
農
家

手
作
り
の
農
産
物
加
工
品
や
花
苗

な
ど
を
販
売
し
ま
す
。
ご
家
族
連

れ
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●

日
　
時

６
月
〜
12
月
ま
で
の

第
３
日
曜
日

午
前
９
時
〜
12
時

じ
ま
す
。

【
伊
万
里
会
場
】

●

日
　
時

６
月
21
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

会
　
場

市
役
所
１
階
市
民
相

談
コ
ー
ナ
ー

【
山
代
会
場
】

●

日
　
時

６
月
22
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

会
　
場

山
代
公
民
館

●

問
合
先

佐
賀
地
方
法
務
局
伊

万
里
支
局
（
1
@3
２
４
９
２
）

●

対
象
者

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺

族
（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
の

あ
っ
た
人
）
で
、
平
成
17
年
４

月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
人

●

相
談
内
容

人
権
問
題
、
相
続
、
不
動
産
、

借
地
借
家
、
金
銭
貸
借
、
家
庭
の

問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
相
談
に
応

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

くらしのお
知
ら
せ

無
料
特
設
人
権
相
談

●

日
　
時
　
６
月
24
日
（
金
）

午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時
半

●

場
　
所

ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
伊
万
里

●

対
象
者

企
業
の
中
堅
女
性
職
員

●

募
集
人
員
　
20
人

●

参
加
費
　
無
料

●

申
込
・
問
合
先

7
21
世
紀
職
業
財
団
佐
賀
事
務
所

（
1
０
９
５
２
@8
４
６
２
１
）

戦
没
者
等
の
遺
族
の

皆
さ
ん
に
特
別
弔
慰
金
が

支

給

さ

れ

ま

す

キ
ャ
リ
ア
・
ア
ッ
プ

セ

ミ

ナ

ー

開

催
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●

試
験
日

①
７
月
11
日
（
月
）

②
７
月
24
日
（
日
）

③
８
月
７
日
（
日
）

●

申
込
期
限

①
７
月
１
日
（
金
）

②
７
月
15
日
（
金
）

③
７
月
29
日
（
金
）

●

手
数
料
　
　
５
３
０
０
円

●

会
　
場
　
　

県
射
撃
研
修
セ
ン
タ
ー
（
大
和
町
）

●

問
合
先

県
生
産
者
支
援
課
中
山
間
地

域
・
鳥
獣
対
策
担
当

（
1
０
９
５
２
@5
７
１
１
３
）

ま
た
は
市
猟
友
会
事
務
局
有
尾

ま
で
（
1
@8
０
４
０
６
）

し
け
ん

ぼ
し
ゅ
う

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で

感

動

の

夏

を

！

くらしの

狩

猟

免

許

試

験

初
級
韓
国
語
教
室
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

市
民
セ
ン
タ
ー
親
子
で

お
菓
子
づ
く
り
教
室

◆水道週間 ６月１日～７日『水道水 まちのすみまで 未来まで』
◆危険物安全週間 ６月５日～11日『危険物 かさねる無事故の 金メダル』

次
代
の
郷
土
を
担
う
青
少
年
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
に
『
伊
万

里
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
』
を
行
い
ま

す
。
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
沖
縄
で
、

感
動
の
夏
を
体
験
し
よ
う
。

●

研
修
地

沖
縄
本
島
、
渡
嘉
敷
島

●

内
　
容

海
洋
研
修
、
野
外
キ

ャ
ン
プ
、
平
和
学
習
な
ど

●

期
　
間
（
５
泊
６
日
）

７
月
26
日
〜
７
月
31
日

●

定
員
と
参
加
費

▽
小
学
５
、
６
年
生

30
人
、
５
万
円

▽
中
学
生

12
人
、
５
万
５
０
０
０
円

▽
高
校
生
等
（
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）

６
人
、
３
万
円

●

申
込
期
限

６
月
20
日
（
月
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
選

抜
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

●

申
込
・
問
合
先

教
育
委
員
会
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内

青
少
年
育
成
市
民
会
議
事
務
局

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
４
６
１
）

ま
た
は
各
町
公
民
館

●

対
　
象

市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
親
子

（
祖
父
母
で
も
可
）

●

開
講
日
時
（
全
８
回
開
催
）

７
月
、
８
月
の
毎
週
水
曜
日

午
後
６
時
〜
８
時

●

会
　
場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

定
　
員

18
組
（
36
人
）

●

受
講
料

２
５
０
０
円

※
別
途
材
料
費
が
必
要
で
す

（
２
０
０
０
円
程
度
）

●

申
込
期
限

６
月
22
日
（
水
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

ま
す

●

申
込
・
問
合
先

市
民
セ
ン
タ
ー

（
1
@2
３
９
１
１
）

●

日
　
程
（
全
24
回
）

７
月
５
日
〜
半
年
間

毎
週
火
曜
日
　
午
後
６
時
半
〜

●

会
　
場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

対
　
象

高
校
生
以
上
の
市
民
お
よ
び
市

内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

●

募
集
人
員

30
人

●

受
講
料

月
額
３
０
０
０
円

※
教
材
費
は
別
途
必
要
で
す

●

申
込
期
限

６
月
20
日
（
月
）

※
申
込
人
数
が
15
人
未
満
の
場

合
、
開
講
は
中
止
し
ま
す

●

申
込
・
問
合
先

男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
４
９
６
）
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右
に
掲
載
し
て
い
る
サ
イ
ト
は
、『
ま
る
ご
と

伊
万
里
』
と
い
う
伊
万
里
市
内
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ま
と
め
て
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
す
。
伊

万
里
に
住
む
人
、
伊
万
里
に
関
心
を
持
つ
人
、

伊
万
里
へ
旅
行
を
予
定
し
て
い
る
人
た
ち
な
ど

の
た
め
に
、
市
内
６
団
体
で
組
織
す
る
『
ま
る

ご
と
伊
万
里
運
営
協
議
会
』
で
運
営
し
て
い
ま

す
。
登
録
に
は
会
費
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す

が
、
こ
の
サ
イ
ト
で
伊
万
里
が
ま
る
ご
と
わ
か

る
よ
う
に
市
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

（
Ｓ
）

人のうごき
平成17年５月１日現在
●人口　59,230人　（＋ 30）

男　28,270人　（＋ 28）
女　30,960人　（＋ 2）

●世帯　20,853世帯（＋ 71）
（ ）は前月比

編

集

室

か

ら
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■伊万里市のホームページ
http://www.city.imari.saga.jp/

■印　　刷／山口印刷株式会社

広島県東広島市 川久保
かわくぼ

貴洋
たかひろ

さん

故郷
ふるさと

・伊万里から遠く離れて仕事などに頑張っている伊万里出身者がいらっしゃいます。
また「伊万里」という語感が好きで、これを店名にされているお店なども数多くあります。
このコーナーでは「伊万里」と縁が深いみなさんのお便りをご紹介します。

『伊万里という街』

まるごと伊万里運営協議会事務局　牲090-5475-7356


